
 

 

 

 

 

 

 

 

 

集団的自衛権の行使を容認した安保関連法の成立か

ら８年となった９月 19 日、軍拡増税反対！辺野古新

基地建設反対！南西諸島のミサイル配備反対！「殺傷

武器」輸出反対！改憲発議反対！マイナカード強制反

対！暮らしを守れ！などを訴え、９･19 国会前行動が

おこなわれ、1,100人の労働者・市民が結集しました。 

主催者を代表して総がかり実行委員会の菱山南帆子

さんは「８年前の強行採決から、どんな状況でも毎月

19日に集まって声を上げてきた。これが憲法を変えさ

せなかった大きな力になってきた」と挨拶しました。 

また、安保法制違憲訴訟全国ネットワークの杉浦ひ

とみ事務局長は、米国との軍事協力を深める日本政府

を批判し「周辺国との緊張関係は、日米が一緒になって

つくっている。子どもたちに戦争をする国を残すわけにはいかない。主権者である私たちが

国を変えなければならない」と訴えました。 

ＪＲ総連は戦争法の強行採決から８年間、在京単組と９条連の仲間とともに、毎月19日

に国会前に立ち、いっさいの戦争政策に反対し憲法９条を守り抜くためにたたかってきまし

た。 

ＪＲ総連は引き続き、「戦争する国づくり」にむけて大軍拡へとひた走る

岸田政権の暴走を許さず、９条連の仲間とともに戦争反対！憲法改悪阻

ＪＲ総連通信 
２０２３年９月２０日 №１６７７ 

 
  

全日本鉄道労働組合総連合会（ＪＲ総連） http://www.jr-souren.com 

「19日行動」は、2015年９月19日に強行成立させられた安保法制（戦争法）の廃止を求め
て、国会議員会館前を中心に毎月 19日におこなわれています。 


